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西洋史学会第 61回大会 小シンポジウムⅡ「第一次世界大戦と帝国の遺産」 

          2011/5/15（日本大学文理学部 3号館 3405） 

ハプスブルク帝国末期の連邦再編論と民族自決 

福田 宏 hfukuda@slav.hokudai.ac.jp 

(北海道大学スラブ研究センター研究員) 

はじめに ― 1848～1945年という時間幅で考える 

♦ ハプスブルク帝国の遺産としての中欧？（Mitteleuropa, střední Evropa, etc.） 

♦ 危機の時代に登場、伸縮自在 ex. F. ナウマンによる「中欧」 

♦ スロヴァキア人、ミラン・ホジャ（1878-1944）の中欧論をベースに考える 

1. 帝国の「遺産」（第一次世界大戦前夜まで） 

1.1 再構成される 1848年革命の記憶 ― 連邦再編に向けた最初の試み？ 

 O. ハレツキの定義 → ポーランドにおける 400年の伝統？ 

F. パラツキーによる構想 → ハプスブルク帝国という「大枠」の必要性を強調 

 L. コシュートから O. ヤーシへ → ハンガリー的プランの「限界」 

1.2 社会主義者による多元的連邦案 

 「小インター」としてのオーストリア社会民主党 → ブルノ綱領（1899） 

カール・レンナーによる属地・属人原則の複合案『諸民族の自決権』（1918） 

 オットー・バウアーによる社会主義的民族理論『民族問題と社会民主主義』（1907） 

1.3 被支配諸民族（マイノリティ）による帝国再編論 

 A. ポポヴィッチによる『大オーストリア合衆国』（1906）が典型？ 

  属地原則に固執？  ドイツ人の区域が 3つに分かれる 

1.4 ベルヴェデーレ・サークルによる帝国再編論（中央集権的改革案） 

 皇位継承者フランツ・フェルディナント大公が主導 → 最大の敵はハンガリー 

 オーストリア＝ハンガリー二重主義の解消と非マジャール系諸民族との提携 

2. 第一次世界大戦の衝撃 

2.1 ドイツ帝国方面からの揺さぶり 

 ナウマンの『中欧論』(1915) がベストセラーに（自由主義的帝国主義） 

   ハンガリー：ハンガリーの自律性、経済領域の拡大、経済利益の有無 

   チェコ：オーストリア・ドイツ人への対抗として「中欧」を支持する者も 

   ポーランド：オーストロ・ポーランド的解決への期待、ロシアへの牽制 

2.2 非ドイツ系諸民族による対抗案の提出 

 T. G. マサリクの『新ヨーロッパ』(1918) が一つの形 

  ドイツとロシアの間における「小さな諸民族の地帯」 

  独立諸国家によって独・墺・洪に対する「障壁」を形成せよ 
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3. 戦後の国民国家成立と中欧の復活？ 

3.1 ヴェルサイユ体制下における新しい国民国家の誕生 

 各国間の火種、経済活動に対する負の影響、デモクラシーの実験 

 

3.2 新しいタイプの地域再編論と従来型再編論の混交 

 小協商（チェコスロヴァキア、ルーマニア、ユーゴスラヴィア） 

クーデンホーフ＝カレルギーの汎ヨーロッパ構想（1923） 

  ブリアン覚書（1930）→ 欧州 27カ国による連邦形成 

チェコスロヴァキア農業党を軸とするグリーン・インターナショナル 

  MAB（Mezinárodní agrární bureau）、4言語併記の機関誌（1923-38） 

  当初はスラヴ的組織、20年代半ばより全ヨーロッパ的組織へ 

 大恐慌 → ドイツの「生存圏 Lebensraum」→ 中東欧の経済的依存 

  独がハンガリー、ユーゴスラヴィア、ルーマニアと通商協定（1934-35） 

 ホジャの対抗案 → 小協商とローマ・プロトコール（伊・洪・墺）の提携（1936） 

4. 第二次世界大戦期における中欧再編構想 

4.1 亡命政治家による構想（パリ、ロンドン、そしてアメリカ合衆国） 

ヨーロッパ合衆国、フェノスカンディア合衆国、バルカン連合 etc.  

 チェコスロヴァキアとポーランドの国家連合構想：連邦か連合か 

 クーデンホーフ＝カレルギーのアメリカにおけるロビー活動 

 オットー・フォン・ハプスブルクのアメリカでの画策（オーストリアの復活？） 

国際農民連合（International Peasant Union, London） 

 中東欧計画委員会（Central and Eastern European Planning Board, N.Y.） 

 カギを握っていたのはソ連 → 1941年 6月独ソ戦勃発、42年夏頃より否定的姿勢 

4.2 一事例としてのホジャの連邦構想 

 ベネシュとの政争に敗れ、アメリカへ → 「遺書」としての中欧連邦構想（1942） 

 4つのスラヴ諸国（ポーランド、チェコスロヴァキア、ブルガリア、ユーゴ）と 

  4つの非スラヴ諸国（オーストリア、ハンガリー、ルーマニア、ギリシア） 

 連邦大統領、連邦首相、各大臣ポストの設置、各国議会議員から成る連邦議会 

 民主主義の基軸として農民を想定 

 完全な自由経済ではなく、一定の計画制を取り入れた「混合経済」 

 

おわりに 

♦ 帝国そのものは解体されたが、「中欧的なるもの」という遺産が残った？ 

♦ 1989年以降における中欧論ブームと衰退？ ― 危機が消滅したから？ 

♦ 欧州統合の前史として再検討 ― 「西側的自由主義」の枠を超えて 
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